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新型コロナウイルス感染症に係るすべての差別や偏見等の根絶に関する

決議 

 

 新型コロナウイルス感染症が流行し、同感染症に係る人権問題が少なからず

起こっている現状がある。 

村民一人ひとりの参加によって人権が尊重され、住みたい住み続けたいと感

じられるまちの実現のために、同感染症に関する様々な人権問題に取り組まな

ければならない。 

 本村の村政運営に対する基本方針の中でも「基本的人権を守り、誰もが平和で

健やかに暮らし、男女が共同して社会に参画できる読谷村を目指す」ことを努め、

住みやすいまち読谷村の実現に向けて、同感染症に係るすべての差別や偏見、誹

謗中傷等の根絶を目指し、以下の事項について決議する。 

 

記 

 

 １ 新型コロナウイルス感染症の感染者およびその家族に対する不当な差

別・偏見・誹謗中傷を許さない。 

 

 ２ 医療や介護、保育などの現場で社会を支えている人たちとその家族に対

して敬意を払い、不当な差別・偏見・誹謗中傷を許さない。 

 

 ３ 新型コロナウイルス感染症に関する理解を広げ、村民一丸となって人権

侵害の防止に努める。 

 

 以上、決議する。 

 

 令和４年３月 25 日 

 

読谷村議会  


